
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

3,600 単位時間 2,745 単位時間 1,155 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

20 人 8 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 1

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

1

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 45

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

45

うち必修授業時数 45

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

情報システムの開発・運用管理・販売を行う業界に就職
情報システムを導入・運用・保守管理を行う業界に就職

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://ysw.iwasaki.ac.jp/

83
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,600

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

4 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和6年度卒業生）

5
■地元就職者数 (F) 1
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 83

20

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 6
■就職希望者数 (D)　　　　　： 6
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
IT技術、医療情報システム、医学の基本的な知識と実践スキルを持つとともに、医療現場での情報管理及び活用、医療情報システムの開発などに携わることのできる技術者
を育成すること。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

IT業界（特に医療用ソフトウェア開発や導入支援企業）、医療業界について学び、求められる人材を育成している。
（医療情報技師、診療情報管理士、基本情報技術者、ITパスポートの取得など　中退率０％）

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

医療専門課程 医療ＩＴ科 - 平成25(2013)年度 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和７年７月３１日

222-0033

045-474-2311
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人岩崎学園 昭和26年3月8日 岩崎　文裕 神奈川県横浜市西区北幸1-2-7
220-0004

045-311-5561

横浜スポーツ＆医療ウェルネ
ス専門学校

昭和63年9月30日 岩崎　文裕 神奈川県横浜市港北区新横浜2-4-10

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

医療



種別

①

③

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

中村　健
学校法人岩崎学園横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門
学校

－

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（5月～8月、9月～2月）

（開催日時（実績））
第１回　令和６年８月２９日　１６：００～１７：００
第２回　令和７年２月　６日　１６：００～１７：００

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
・医療情報技師、医療情報システム開発者として社会が求める人材を見極めるため、業界や企業、病院を代表する教育課
程編成委員の意見を参考として、科目の配置や改定を行う。
・実務者の助言を踏まえ、医療情報に関する最新の技術動向をカリキュラムに組み込むとともに、現行カリキュラムの陳腐
化した単元の速やかな置き換えを図る。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

･学科の教育内容や指導方法が職業実践的な内容であることを確認し、時代の要請に合ったものとして改善できるよう教
育課程編成委員会を設ける。
・本委員会は学校長の直轄機関として、横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校の委員会組織として位置づける。
・同委員会においてカリキュラムに取り入れるべき技術要素の提案および現行カリキュラムの改善点の指摘を受け、それら
を踏まえたうえでカリキュラム検討会議を開催し協議を行い、指摘事項を教務責任者より学校長へ提案および報告を行う。
その後、学校長の決議を経て、次年度変更事案についてカリキュラム会議を開催し、指摘事項に基づく変更事案について
の次年度カリキュラムへの展開方法を審議し決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

神崎　昭悟 株式会社カケハシ
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

平塚　智文
学校法人岩崎学園横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門
学校

－

名　前 所　　　属 任期

真野　誠 一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会
令和5年4月1日～令和8年3月
31日（３年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・生成AIの登場で、医療現場の仕事が変わってきている。医者と患者の音声の自動認識によるカルテ記載だけでなく患者
の主訴を聞き、検査結果を合わせると患者カルテができている時代になってきている。医師は入力の手間がなくなるので
患者対応に時間がかけられるようになる。薬局でも同様の事が起きている。学生にはこういう時代になっていることを伝達
し、理解して就職させた方が良いという意見をもらった。そこで、生成AIの現状について特別授業を行い、生成ＡＩの便利さ
と危険性特にハルシネーションの存在などを学生に伝えている。



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

連携の内容としては以下のものを含める。
・実務を想定した実習環境の提供　　・実務を想定したケーススタディ型教材の開発・提供
・実務者による授業等の講師・実施協力　　・実務での要求レベルを踏まえた学修到達目標の設定
・上記到達目標を踏まえた課題/試験等の作成および学修成果の評価

株式会社ハッピーコム

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
・実践的な専門力育成のため、業界で標準的に用いられている機器を組み合わせた実習環境を整備 したうえで、企業が
直面する課題に基づく実習型トレーニングを多く取り入れる。
・実務を想定したケーススタディ型の演習を取り入れることで、クライアントを意識した業務の進め方、 不測の事態への対
応等、内部科目だけでは修得が困難な実践力の育成を図る。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

ビジネスの場で必要とされる能力
には、これまで身につけてきた基
礎学力や専門知識の他に「社会
人基礎力」と呼ばれる能力があ
る。職場での（1）前に踏み出す
力、（2）考え抜く力、（3）チームで
働く力である。この授業ではこの
三つの力を身につけるため学習を
する。

ビジネススキル実践

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

内容

期間：

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

令和６年１0月15日　から　令和6年１0月18日まで 対象： 1

アジア最大級のIT系展示会「CEATEC JAPAN」。国内IT企業、アジア他のIT系企業、アカデミックなどによ
る作品や研究成果の展示と発表が行われる。

モダンホスピタルショウ2025 連携企業等： 日本経営協会

R7年7月16日～18日

②指導力の修得・向上のための研修等

生成AIの現状と、今後の教育利用についてヒントを得る

New Education Expo 2025 連携企業等： New Education Expo　実行委員会

令和7年6月5日 対象： 1

教育における最先端の技術や機器、設備を指導に生かす為の情報収集

#REF! 連携企業等： #REF!

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
諸規定に定めている通り、研修・研究への参加を下記のように実施していく。
教職員の研修を通じ、業界や企業が求める実務知識や効果的な指導方法を習得し、教育内容や指導方法に反映することを目的とし、以下の内容
の研修を少なくとも年間１回は受講することとする。
・技術研修　・企業連携研修　・コンテストや展示会見学　・企業や業界等での講義実施
・教育指導方法に関する研修　・入学者の動向調査　・その他能力向上として相応しいもの
教職員は、各自の年度目標作成時に1回以上の研修受講計画を記載し上長に報告する。上長はその実現に向け業務上の支援を行う。研修内容
は、本人の希望のみならず、学校として本人の能力育成に相応しいものを推薦、指示する場合を含む。研修受講後は、研修参加報告書を作成し教
務責任者へ報告を行う。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

医療情報学会に参加し、最新の情報に触れ学術的知見を深める。

 CEATEC JAPAN 2024 連携企業等： CEATEC JAPAN 実施協議会

第４４回医療情報学会連合大会（第２４回日本医療情報学
会学術大会）

連携企業等： 九州大学

令和６年１１月２０日　から　令和６年１１月２５日まで 対象： 1

第29回専門学校教育研究会 「生成AIの教育利用につい
て」

連携企業等： 東京都専修学校各種学校協会

令和7年3月17日 対象： 1

○○○○○

○○○ 対象： ○○

対象： 2

国内の医療システムの展示会の見学を行い、最先端技術動向を知る。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

マインドマップ作製ノウハウを学ぶ

第４５回医療情報学会連合大会（第２５回日本医療情報学
会学術大会）

連携企業等： 福井大学

令和７年１１月１２日　から　令和７年１１月１５日まで 対象： 1

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

医療情報学会に参加し、最新の情報に触れ学術的知見を深める。

 CEATEC JAPAN 2025 連携企業等： CEATEC JAPAN 実施協議会

令和７年１0月１４日　から　令和７年１0月1７日まで 対象： 2

アジア最大級のIT系展示会「CEATEC JAPAN」。国内IT企業、アジア他のIT系企業、アカデミックなどによ
る作品や研究成果の展示と発表が行われる。

モダンホスピタルショウ2026 連携企業等： 日本経営協会

令和８年７月８日～１０日 対象： 2

国内の医療システムの展示会の見学を行い、最先端技術動向を知る。

マインドマップ入門 連携企業等： インクルージョン

未定 対象： 1



（１）教育理念・目標

・理念・目的・人材育成像は定められているか
　（専門分野の特性が明確になっているか）
・学校の将来構想を描くために、業界の動向やニーズを調整している
か
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニー
ズに向けて方向づけられているか
・学校における職業教育の特色は明確になっているか
・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周

（２）学校運営

・専修学校設置基準及び職業実践専門課程認定要件に沿った適切な
運営がなされているか
・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、
有効に機能しているか
・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか
・目的等に沿った事業計画が策定されているか
・事業計画に沿った運営方針が策定されているか
・人事、給与に関する制度は整備されているか
・専任教員は適正に配置されているか（専任教員や非常勤講師の週
当たりの担当コマ数などの講義・実習負担は妥当であるか）
・教職員と非常勤講師等との定期的な情報共有を図っているか
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されている
か
・教育活動に関する情報公開が適切になされているか
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか
・教育方針や目標を含むマネジメントシステムの継続的な適合性、妥
当性、有効性を確保するためにマネジメントレビューを実施しているか
・学生の保護者、その他利害関係者からの苦情・要請等への対応な
ど、不適合を特定し、対処する手順（予防処置及び是正処置）を確立し
ているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校運営について、企業委員等を含む5名の委員により以下に関する意見を求める。
①本校の教育目標、教育方針、教育計画に関すること　②教育活動の実施に関すること　③学校と地域の連携の進め方
に関すること　④その他本校の学校運営に関すること。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（３）教育活動

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての
修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ
ているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育
方法の工夫・開発などが実施されているか
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されている
か
・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュ
ラムの作成・見直し等が行われているか
・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあ
るか
・講義および実習に関するシラバスは作成されているか
（学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか）
・シラバス（作成されていればコマシラバス）には到達目標が記載され
ているか（Can-Doを意識した到達目標の明示）
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ
プ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか
・シラバスあるいは講義要項（作成されていればコマシラバス）は事前
に学生に配布され、授業で有効活用されているか
・実技・実習が講義と連動するなど、効果的学習に配慮されているか
・カリキュラムに関し、定期的に外部者（IT企業、情報系業界団体等）
の評価や意見を取り入れているか
・実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取扱いに関する規程・マ
ニュアルや規則（情報セキュリティ、個人情報の管理・取扱い、著作
権、SNSの利用等）が整備され、公表されているか
・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
・カリキュラムの作成・見直し等に関し、外部関係者からの評価や意見
を取り入れているか
・閲覧権限の設定がなされ、個人情報保護への配属がされているか
・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確
保しているか
・学生によるアンケートなどで、適切に授業評価を実施しているか
・専任教員による相互評価など、適切な評価体制を有し、授業評価を
行っているか
・教育の質向上に役立つ改善点を明確にするために、教育を提供して
いる状況（学習環境等）を確認・検証しているか
・教職員のコンピテンシーを職務記述書と関連付けながら評価し、そ
れらの評価結果を記録しているか
・教職員に対する専門分野（IT分野及び関連分野）に応じた能力開発
のための研修制度ないし機会はあるか。（研修等の効果を評価し、文
書により記録しているか）
・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務



（６）教育環境

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい
るか（講義室は学生数、時間割にあわせ、無理なく配備されている
か。またその大きさは学生数に見合ったものであるか）
・カリキュラム上必要となる実習に用いる器材及びソフトウェア等を使
用できる実習環境が備わっているか。また必要な数のライセンスが準
備されているか（詳しくは別表参照）
・学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか
・実習室等の学校施設、設備の利用割り当て（スケジュール管理）が
明確になっているか
・教職員に対して、学習指導のための教育訓練や安全管理のための
避難訓練を実施しているか
・防災に関する体制は整備されているか
・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な
教育体制を整備しているか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動は、適正に行われているか（例えば、入学願書などの
契約書を取り交わし、それらの文書を適切に管理しているか）
・履歴書（学歴、所有資格など）を適切に入手し、適切な管理を行って
いるか
・学校案内等には選抜方法など、入学に必要なスキル、資格、職業経
験などの、前提となる要件が明示されているか
・学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費等が明示されてい
るか
・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
・評価手段及びその基準、修了時に発行される証明書等について説
明しているか
・学力の不足や障がいに関する特別なニーズを特定しているか
・教育の履行、人的・物的資源の提供、個人情報の取り扱い、安全管
理など、学校側の義務と責任を学生と保護者に案内しているか
・学納金は妥当なものとなっているか

（４）学修成果

・学生の学修成果の評価に際して、育成する人材像に沿った評価項
目を定め、明確な基準で実施されているか
・目標とする資格試験への合格率はどうか
・卒業生の就職率はどの程度か
・退学率の低減が図られているか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか（卒業生
の就職後の動向を出来るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援
を行っているか）
・評価目標ならびに想定される評価範囲を記述できているか
・学生の評価だけでなく、教職員やカリキュラムの評価も含め、評価方
法及び手段、スケジュール及び根拠を記述しているか
・成績証明書等、評価結果が社会的通用性を高める形式になってい
るか
・ニーズ調査結果に基づき目的（到達目標）を設定し、目的に対する評
価を結論としてとりまとめた評価報告書を作成しているか
・学習サービス（教育・訓練）を受託または委託する場合、目的、要望、
最終目標及び要件を明確にしているか
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に
活用されているか

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・学生相談に関する体制は整備されているか
・保護者と適切に連携しているか
・社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・卒業生への支援体制はあるか
・図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウンセリングサービス、コン
ピュータの利用、メンタリングなどの学習サポートについて案内してい
るか
・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか
・学生の生活環境の支援は行われているか
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育、職業教育の取
組が行われているか



（８）財務

・財務について会計監査が適正に行われているか
・財務情報公開の体制整備はできているか
・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・文書管理規程、文書管理リスト（ファイル管理簿）ならびに決裁の流
れを含む決裁規程（文書処理規程）が文書化されているか
・自己点検・評価や内部監査の実施と問題点の改善に努めているか
・監査や評価基準の知識を有する適任者により適切に監査され、当該
課程・部署の責任者に監査結果を報告しているか
・内部監査での指摘事項として、改善すべき点を明確にしているか
・内部監査の結果を受けて取られる処置が、適切な時期及び適切な
方法で実施されているか
・自己点検・評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っている
か
・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託
等を積極的に実施しているか

（１１）国際交流

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか
・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとら
れているか
・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備され
ているか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか



種別

地域等

企業等

企業等

卒業生

保護者

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://ysw.iwasaki.ac.jp/disclosure/
公表時期： 2025/9/30

（１１）その他 .
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、監事監査報告書、資金収支計算書  活動区分資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表  財産目録
（９）学校評価 ・自己点検評価報告書および学校関係者評価会議事録
（１０）国際連携の状況 .

（５）様々な教育活動・教育環境 ・年間スケジュール、フォトギャラリー
（６）学生の生活支援 ・岩崎学園震災特別対応基金制度
（７）学生納付金・修学支援 ・学費 ・入学方法・選考日 ・学費サポート制度

（２）各学科等の教育 ・資格サポート制度 ・学科コース紹介
（３）教職員 ・教員に関する情報公開
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・実習室紹介 ・就職サポート制度

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専修学校における学校評価ガイドライン」に準拠し、毎年「自己点検評価、学校関係者評価」を実施。評価結果を学校
ホームページで公開するとともに、年次ごとに更新を実施。また、「専門学校における情報提供等への取り組みに関するガ
イドライン」に準拠し、公開を求められている全ての項目について、学校案内、学生募集要項、学校ホームページのいずれ
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 ・学校の特色

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://ysw.iwasaki.ac.jp/disclosure/
公表時期： 2025/9/30

一般社団法人　保健医療福祉情報システム工業
会

令和7（2025）年4月1日より令
和9（2027）年3月31日

神崎　昭悟 株式会社カケハシ
令和7（2025）年4月1日より令
和9（2027）年3月31日

久保田　弘枝 保護者代表
令和6(2024)年4月1日～令和8
年(2026)3月31日

真野　誠

中村　ふじ Coach-F代表
令和7（2025）年4月1日より令
和9（2027）年3月31日

二宮　克行 医療法人社団　顕鐘会神戸百年記念病院
令和7（2025）年4月1日より令
和9（2027）年3月31日

（３）学校関係者評価結果の活用状況
令和５年度学校関係者評価から、専門学校進学志望者が減っている中、いかに来校者・入学者を増やすかご意見をいた
だいた。大学では合併や付属高校を作って生き延びる中、岩崎学園としての良さをどう出していくかが大事になる。姉妹校
との連携授業など大学にはない制度、授業、学生サポートなどをアピールなど提言があった。また卒業生へのヒアリングを
充実させ、学校で学んだことがどう社会生活に生きたか、もっと何を学びたかったを活かすと良いというご意見もあった。医
療ＩＴ科は廃止の方向だが、上記提言を受け卒業生が交流する場を設けるなどを計画している。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期
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1 ○
ロジカルライ
ティングIT1
Ⅰ

校外研修、グループワーク、マナー、就職
対策等の演習を通して専門学生としての学
び方の姿勢の基礎を身に着ける事を目指し
ます。

1 45 3 ○ △ ○ ○

2 ○
人体・構造機
能論Ⅰ

医療業界向けエンジニアとして、基礎医学
を学ぶ事を通して、生命の成り立ちを学習
します。医療従事者としての基礎を身に着
ける事を目指します。

1 30 2 ○ △ ○ ○

3 ○
コンピュータ
システム基礎

アルゴリズム、各種プログラミング言語、
Webアプリケーション等を題材としたプログ
ラミング技術を学びます。

1 60 4 ○ ○ ○

4 ○ ネットワーク

ネットワークを構成するさまざまな要素に
ついて学ぶとともに、ネットワークを実現
するための基礎的な技術についても学習し
ます。

1 30 2 ○ △ ○ ○ ○

5 ○ データベース
データベース中の膨大な情報の中から自分
に必要な情報を取り出し、分析するための
方法を学びます。

1 30 2 ○ △ ○ ○ ○

6 ○ 情報化と経営

現実に即して問題を正確に分析するために
必要となる企業と法務、経営戦略、システ
ム戦略に関する基礎知識について学習しま
す。

1 45 3 ○ △ ○ ○ ○

7 ○ システム開発
システムを開発の作業工程を理解するのに
必要な基礎知識を学びます。

1 30 2 ○ △ ○ ○ ○

8 ○
ITストラテジ
基礎

ITパスポート試験の合格に向けた授業で
す。ITパスポートの過去問題を解きなが
ら、学習を進めていきます。

1 30 2 ○ △ ○ ○ ○

9 ○
アルゴリズム
基礎

プログラミングに必要なデータ構造や処理
の流れについて、基礎的な部分を学習しま
す。また、物事を論理的に考える力も学ん
でいきます。

1 60 4 ○ △ ○ ○ ○

10 ○
アルゴリズム
演習

アルゴリズム基礎で学習した内容をさらに
発展させた内容を学習します。また、基本
情報技術者試験の午後問題に出題されるア
ルゴリズムの内容も過去問演習を通して学
習します。

1 15 1 ○ △ ○ ○

11 ○
ITエンジニア
入門

アルゴリズム、各種プログラミング言語、
Webアプリケーション等を題材としたプログ
ラミング技術を学びます。

1 45 3 ○ △ ○ ○

12 ○ 情報基礎理論
マネジメント系での未学習分野と復習、テ
クノロジ系の総復習を実施し合格に向けて
の基礎力アップを目指していきます。

1 30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程 医療ＩＴ科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



13 ○
ロジカルライ
ティングIT1
Ⅱ

校外研修、グループワーク、マナー、就職
対策等の演習を通して専門学生としての学
び方の姿勢の基礎を身に着ける事を目指し
ます。

1 45 3 ○ △ ○ ○

14 ○
プレゼンテー
ション技法

プレゼンテ ーショ ンに 関する技法を
PowerPonitを利用しながら学びます。

1 30 2 ○ △ ○ ○

15 ○ 医療用語基礎
医療業界向けエンジニアとして、医学で使
われる基礎用語を学びます。医療従事者と
しての基礎を身に着ける事を目指します。

1 30 2 ○ △ ○ ○

16 ○
医療情報シス
テム基礎

医療情報システムに関する基礎知識を学
ぶ。

1 30 2 △ ○ ○ ○

17 ○
情報セキュリ
ティ入門

ITの利用者、初歩的な開発者として情報セ
キュリティの必要性から分類、技術につい
て学びます。

1 45 3 ○ △ ○ ○

18 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発入
門

アプリケーション開発方法の初歩を学びな
がら、簡単なプログラミングを学びます。

1 45 3 ○ △ ○ ○ ○

19 ○ IT技術基礎

世の中で昔から有用に使われている技術や
新しく現れた技術を調べる、プログラミン
グの基本となる言語や各種開発環境を試
す、やりたいことを実現するためのアルゴ
リズムを考えたり調べたりする、などの方
法について実践的に学びます。

1 45 3 ○ △ ○ ○ ○

20 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発応
用

自分でものづくりをする面白さを学ぶとと
もに、アプリ開発を行う上で基本的な技術
を習得する。

1 45 3 ○ ○ ○ ○

21 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発演
習

アプリ開発を通して、基本的な技術習得を
進め、応用力もつけていきます。

1 45 3 ○ ○ ○ ○

22 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発実
践

これまで作成した作品の発表会に向けて、
調整や不足している開発部分を引き続き行
う。

1 45 3 ○ ○ ○ ○

23 ○
Office操作演
習

Officeソフトを扱いながら、基礎的な知識
を学習します。

1 45 3 ○ △ ○ ○

24 ○
ロジカルライ
ティングＩＴ
２Ⅰ

1年次に習得した文章作成力を活かし、実務
で必要な業務文書を的確にまとめる技術の
習得を目指します

2 60 4 ○ △ ○ ○

25 ○
Javaプログラ
ミング基礎

様々なタイプのアプリケーション開発を実
習しながら、Java言語の特徴や長所・オブ
ジェクト指向によるプログラム開発を学び
ます。

2 60 4 △ ○ ○ ○

26 ○
Webアプリ基
礎

HTML5および カスケーディングスタイル
シートをベースとして、Webページの基本的
な作成技術を習得した上で、さらにPHPを習
得し、Webアプリケーションを構築する手法
を身に付けます。

2 60 4 △ ○ ○ ○



27 ○
オブジェクト
指向設計

顧客が満足するシステムを開発するため
に、UMLを用いたオブジェクト指向分析・設
計技法をこれまで学習してきたJavaと連携
させて、学習する。

2 45 3 △ ○ ○ ○



28 ○
医療システム
基礎Ⅰ

医療情報システムの必要性、さまざまな医
療情報システム、患者情報等の医療情報の
特性を学習し、病院という医療現場の観点
から、病院情報システムの要求分析、設計
開発、運用まで実践的に理解する。

2 60 4 △ ○ ○ ○

29 ○
医療情報シス
テム導入管理
Ⅰ

１病院組織の役割とシステム導入の概要
２医療情報システムの概要
３地域医療連携システム導入管理
について学習する。

2 45 3 △ ○ ○ ○

30 ○ 医学・医療Ⅰ

医の倫理・患者の人権、生命倫理などの医
の基本原則、社会的側面から見た医療に関
する知識、日本の医療提供の仕組みと関連
法規、病院の組織構造と機能、地域におけ
る保健医療連携について学習する。

2 75 5 △ ○ ○ ○

31 ○
人体・構造機
能論Ⅱ

１年に引き続き医療業界向けエンジニアと
して、基礎医学を学ぶ事を通して、生命の
成り立ちを学習します。医療従事者として
の基礎を身に着ける事を目指します。

2 45 3 ○ ○ ○

32 ○
ロジカルライ
ティングＩＴ
２Ⅱ

Ⅰに引き続き1年次に習得した文章作成力を
活かし、実務で必要な業務文書を的確にま
とめる技術の習得を目指します

2 15 1 ○ △ ○ ○

33 ○
システム設計
開発

これまで学んできたHTML、PHP、Java言語お
よびオブジェクト指向設計でのクラス設計
をベースに、Google App Engineを利用した
クラウドアプリケーションを作成しなが
ら、システムを作成するために必要な流れ
や手法を理解し実践します。

2 60 4 △ ○ ○ ○

34 ○
Android プ ロ
グラミング

Android OS上で動作するアプリケーション
の開発手法を学び、様々な機器に向けての
ソフトウェアの作成ができるようになる知
識と技術を演習形式で学ぶ。

2 60 4 △ ○ ○ ○

35 ○
実践プログラ
ミング

これまで学校でならった、プログラミング
技術や知識を使って実践的なプログラムを
行う。

2 15 1 △ ○ ○ ○

36 ○
医療情報シス
テム導入管理
Ⅱ

I に引き続き
１病院組織の役割とシステム導入の概要
２医療情報システムの概要
３地域医療連携システム導入管理
について学習する。

2 45 3 △ ○ ○ ○

37 ○
臨床医学各論
Ａ

感染症の原因となる細菌、ウィルスなどに
ついての知識を修得し、各感染症の特徴、
症状・所見、診断法、治療などの知識を深
め、感染症患者の各種診療記録の内容を理
解する。

2 45 3 ○ ○ ○

38 ○
臨床医学各論
B

血液・造血器、栄養・代謝、内分泌系等の
障害、と神経系の疾患、眼、耳、「精神お
よび行動」の障害など感覚系疾患により、
病態が全身に関わる各疾病について、それ
らの特徴と症状・所見、診断法、治療法等
を学ぶ

2 45 3 ○ ○ ○



39 ○
臨床医学各論
D

腹部に位置する各種臓器（消化器系、泌尿
器系）疾病、身体の形態、皮膚運動器に関
わる骨、筋肉、関節、などの疾病につい
て、その特徴、症状・所見、診断法、治療
法の概要を学び、各種診療記録の記載など
を理解し、適切な病歴診断名につなげる知
識の習得する。

2 45 3 ○ ○ ○



40 ○
臨床医学各論
Ｅ

周産期疾病について、その特徴、症状・所
見、診断法、治療法の概要を学び、各種診
療記録の記載などを理解し、適切な病歴診
断名につなげる知識の修得をする。また
“妊娠の成立"から母体の変化、胎児の発
育、分娩までの基本を学び、さらに、周産
期の障害と感染症、胎児・新生児に関わる
障害などを理解する。

2 30 2 ○ ○ ○

41 ○
臨床医学各論
F

新生物の発生組織・臓器、良性・悪性、原
発性、続発性、転移性等新生物の概要を理
解するとともに、わが国における主要な新
生物を中心に、新生物の多彩な診断法、治
療法を学び、適切なＩＣＤ分類に結びつく
基本的知識を習得する

2 45 3 ○ ○ ○

42 ○ 医療統計学
診療記録に含まれる各種の情報を活用する
手段の一つとして、統計的方法による分析
の基礎と視覚化の方法を学習する。

2 45 3 ○ ○ ○

43 ○
ロジカルライ
ティングＩＴ
３Ⅰ

社会人準備として必要なコミュニケーショ
ンスキルを学校行事やイベントを通じて学
ぶ。

3 15 1 ○ △ ○ ○

44 ○
医療システム
基礎Ⅱ

医療情報システムに関することを学習す
る。具体的には、保健医療福祉の現場で稼
働する情報システムの企画開発・運用保
守・情報活用を担当する技術者や管理者と
して、医療情報システムに関する実務的な
基礎知識、基礎技術力を身につける

3 45 3 ○ △ ○ ○

45 ○
ITインフラ基
礎

医療情報分野の基礎となる情報系インフラ
を学習するにあたりコンピュータの基礎、
ネットワーク技術、データベース技術につ
いて復習する。

3 45 3 ○ △ ○ ○

46 ○ 医療管理各論

病院を的確に維持、運営していく上で需要
な項目について、基礎的な知識を身につけ
る。病院の使命を達成するために、経営管
理、医療管理、医療の質の管理について学
ぶ。

3 45 3 ○ ○ ○

47 ○
診療情報管理
論

「診療情報」が医療においてどのような価
値をもっているかを学び、診療情報管理の
重要性について理解を深める。さらに、国
内外における診療情報管理の歴史と診療情
報管理士の教育について理解し、安心・安
全な医療の提供、適切な診療情報管理の実
践には、コンプライアンス(法令遵守)が重
要であることから、診療記録、診療情報に
係わる法規についての知識を習得する。

3 45 3 ○ ○ ○



48 ○ 医療概論

医学と医療に関する歴史的変遷を知ったう
えで、医療の現状を理解する。社会保障制
度の枠組みである「所得保障」「医療保
障」「公衆衛生」「社会福祉」の原則と実
態を知り、社会規範である関連法規の知識
を得て、医療の社会的役割を総合的に理解
する。

3 45 3 ○ ○ ○

49 ○
臨床医学各論
Ｃ

命の維持に直接関わる呼吸器・循環器系の
疾病について、その特徴、症状・所見、診
断法、治療法の概要を学び、各種診療記録
の記載などを理解し、適切な病歴診断名に
つなげる知識の習得をする。

3 45 3 ○ ○ ○

50 ○
臨床医学各論
Ｇ

先天性疾患、外因性傷病等について、その
特徴、症状・所見、診断法、治療法の概要
を学び、各種診療記録の記載などを理解
し、適切な病歴診断名につなげる知識の修
得する。

3 45 3 ○ ○ ○

51 ○
国際統計分類
Ａ

我が国の人口動態統計のしくみと意義を理
解し、人口動態に用いられる国際疾病分類
（ICD）についての理解を深め、その歴史と
現状の状態を理解する。国際統計分類群
（ファミリー）に属するその他の分類体系
についての理解を深め、健康情報に関する
幅広いコード体系についての意義と問題点
を理解する。

3 45 3 ○ △ ○ ○

52 ○
国際統計分類
Ｂ

人体構造（解剖生理）、医学各論等で学習
した知識を生かし、国際統計分類Aの学習と
関連付けながら、ICD-10の各章に沿った疾
病分類体系を学習し、その特徴を踏まえて
統計として正しい分類ができるよう理解を
深める。また、退院時要約や死亡診断書な
どを用いて診療記録の記載内容を把握し、
主傷病等の診断名および原死因の統計上必
要な分類コードを正確に選択できる知識を
習得する。

3 45 3 ○ △ ○ ○

53 ○ 就職準備講座
就職活動（特に医療機関）に必要な情報を
スキルを保健医療従事者の立場で学ぶ。

3 30 2 ○ △ ○ ○

54 ○
ロジカルライ
ティングＩＴ
３Ⅱ

社会人準備として必要なコミュニケーショ
ンスキルを学校行事やイベントを通じて学
ぶ。

3 15 1 ○ △ ○ ○

55 ○
ビジネススキ
ル基礎

ビジネスの場で必要とされる能力には、こ
れまで身につけてきた基礎学力や専門知識
の他に「社会人基礎力」と呼ばれる能力が
あります。それは、職場で（1）前に踏み出
す力、（2）考え抜く力、（3）チームで働
く力です。この授業ではこの三つの力を身
につけるため学習し、演習し、話し合って
進める。

3 45 3 ○ △ ○ ○

56 ○ 就職対策

履歴書対策、筆記試験対策、面接対策な
ど、就職活動において実施される様々な試
験に対応できるよう、十分な準備を行いま
す。

3 45 3 ○ △ ○ ○

57 ○
病院情報シス
テム構築Ⅰ

病院における情報システムの開発・導入の
問題点と対策について理解し、病院情報シ
ステムの導入の工程を学習します

3 45 3 ○ △ ○ ○



58 ○ 〇
システム開発
技術Ⅰ

これからセンサやデバイスを活用した
「サービス全体の開発」を行なうエンジニ
アを対象にハードウェア、ソフトウェアを
学びます。

3 90 6 ○ ○ ○

59 ○ 〇
システム開発
技術Ⅱ

医療情報セキュリティを確保するための
様々な技術、ネットワークに問題が発生し
たときの情報収集と、その解決策を考える
ことができるための能力を養います。

3 90 6 ○ ○ ○

60 ○ 〇 医療IT技術

医療IT技術の実務的な体験ができるイン
ターン等に積極的に参加し、医療系ITエン
ジニアに必要な実践力を身に着ける。

3 120 8 ○ ○ 〇 ○

61 ○ 〇
診療情報管理
士試験対策Ⅰ

診療情報管理士試験の問題を講義と演習で
学び、資格試験合格レベルへの知識向上を
目指す。診療情報管理士教育問題集（基
礎・医学編）を実施し、各問題の解説を行
う。

3 90 6 ○ ○ ○

62 ○ 〇
診療情報管理
士試験対策Ⅱ

診療情報管理士試験の問題を講義と演習で
学び、資格試験合格レベルへの知識向上を
目指す。診療情報管理士教育問題集（専
門・診療情報管理編）を実施し、各問題の
解説を行う。

3 90 6 ○ ○ ○

63 ○ 〇
診療情報管理
士試験対策Ⅲ

診療情報管理士試験の問題を講義と演習で
学び、資格試験合格レベルへの知識向上を
目指す。診療情報管理士教育問題集（専
門・8章～12章）を実施し、各問題の解説を
行う。

3 120 8 ○ ○ ○

64 ○
ロジカルライ
ティングＩＴ
４Ⅰ

社会人準備として必要なコミュニケーショ
ンスキルを学校行事やイベントを通じて学
ぶ。

4 15 1 ○ △ ○ ○

65 ○
ITインフラ応
用

病院システムインフラを現役インフラエン
ジニアの視点で学習し、単なる用語理解に
留まらず、日常業務の中で感じていること
やちょっとしたノウハウ・スキルを身につ
けていきます。

4 45 3 ○ ○ ○

66 ○
コンピュータ
と医療機器

病院でよく接する医療機器に絞り、学習し
ていく。病院内の行為の流れ、つまり診
察・検査・処置更に手術・集中治療などに
沿って医療機器を説明すること、また診療
科や機器が設置される検査室等の部署の情
報について、病院の現場を想定して学習す
る。

4 45 3 ○ ○ ○

67 ○
医療システム
導入マネジメ
ント

医療情報システムの導入場面でプロジェク
トマネジメントの知識を習得し、目的達成
のための実践力を身につける。

4 30 2 ○ ○ ○

68 ○ 医療標準規格
医療情報の２大標準規格であるHL7とDICOM
について学習する。

4 45 3 ○ ○ ○

69 ○ IHE概論

IHEについて情報システムの企画開発・運用
保守・情報活用を担当する技術者の立場で
理解を深める。特に医療情報システムの構
成・機能、導入・運用および医療情報の標
準化などにも重点をおいて学習する。

4 45 3 ○ ○ ○

70 ○ 統計解析実習
フリーで高度な統計処理（多変量解析等）
ができる統計ソフト「R」を使用し統計解析
の演習をおこなう。

4 45 3 △ ○ ○ ○



71 ○
データサイエ
ンス

データ・サイエンティストにスポットを当
て、データ・サイエンティストが何者で、
データ・サイエンティストになるにはどの
ような知識が必要なのかを学習する。

4 45 3 ○ △ ○ ○

72 ○ 輪講演習Ａ

技術論文、雑誌記事など技術的文書を読
み、その要約を文書としてまとめます。ま
た、卒業研究に関するテーマについて文書
を作成する。

4 45 3 △ ○ ○ ○

73 ○ 輪講演習Ｂ

論文として発表されている物を読み、書き
方の技法を学習し、自ら簡単な論文を書く
練習を行う。
論文作成に必要な調査の方法特にアンケー
トの技術について学ぶ。

4 45 3 △ ○ ○ ○

74 ○ ゼミナール

ゼミナールで扱う分野、研究テーマ（最新
技術の調査研究、産学連携によるプロジェ
クトベースラーニングなど）に従って、技
術習得やシステム開発に取り組みます。

4 45 3 △ ○ ○ ○

75 ○
ロジカルライ
ティングＩＴ
4Ⅱ

社会人準備として必要なコミュニケーショ
ンスキルを学校行事やイベントを通じて学
ぶ。

4 15 1 △ ○ ○ ○

76 ○
ビジネススキ
ル実践

ビジネスの場で必要とされる能力には、こ
れまで身につけてきた基礎学力や専門知識
の他に「社会人基礎力」と呼ばれる能力が
ある。職場での（1）前に踏み出す力、
（2）考え抜く力、（3）チームで働く力で
ある。この授業ではこの三つの力を身につ
けるため学習をする。

4 45 3 △ ○ ○ ○ 〇

77 ○
医療IT業界動
向調査

医療機関のIT化が進むにつれ、医療機関及
び医療IT企業での業務は劇的に変貌してい
る昨今で、医療IT業界関係者と対等にコ
ミュニケーションできる最新の情報を紹介
していく。

4 30 2 ○ ○ ○

78 ○ AI概論

AＩという新しい分野の概要と、その仕組
み、歴史、および、医療への応用例を勉強
する。実際にＡＩプログラミングの初歩を
勉強する。

4 45 3 ○ ○ ○

79 ○
医療リスクマ
ネジメント

医療機関に求められているリスクマネジメ
ントのすべてが、概念的にも方法論的にも
理解できる能力を身につける。また、見過
ごされがちな薬剤に関連したリスク、チー
ム医療に伴うリスク等も含めて学ぶ。

4 45 3 ○ ○ ○

80 ○ 医療関連法規
医療関連法規の各法律について学び、医
療・介護分野で必要な法規について知識を
広める。

4 45 3 ○ ○ ○

81 ○ 卒業研究

社会における課題を見出し、それを解決す
る方法を提案し、それを実証するためのシ
ステム／データ等を制作する。制作したシ
ステム／データ等を第三者に評価いただ
く。

4 225 15 △ ○ ○ ○

81

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 卒業学年で、所定の全教育課程を修了したと認められた場合
履修方法： 各科目の成績評価の際の判断基準として筆記試験、課題・作品提出ま

合計 科目 3600 単位（単位時間）


